
景
気
動
向
の
概
況

業
況
D
I
は
前
期
比

0.4
ポ
イ
ン
ト
マ
イ
ナ
ス

レ
ポ
ー
ト

調
査
要
領

合計 1534社 511社 33.3%
依頼先数 回答数 回答率

製造業 394社 156社 39.6%

建設業 323社 94社 29.1%

卸売業 200社 72社 36.0%

小売業 159社
依頼先数 回答数 回答率

48社 30.2%

不動産業 115社 37社 32.2%

サービス業 343社 104社 30.3%
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資金繰りＤＩは▲12.4（前期▲13.7）で横ばい、人手過不足ＤＩは
▲37.2（前期▲35.2）で「不足」超となりました。来期は資金繰り
ＤＩが横ばい、人手過不足ＤＩは引続き「不足」超の見通しです。

10
年
間
の
推
移（
価
格
D
I
）

価格は仕入価格ＤＩが62.8（前期70.6）でやや低下、販売
価格ＤＩは26.5（前期27.8）で横ばいとなりました。来期は
仕入価格はやや低下、販売価格は横ばいの見通しです。
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況
D
I
）

業
況
Ｄ
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の
推
移

全業種の業況ＤＩは▲17.6（前期▲17.2）で横ばいでした。
内訳は製造業が▲13.5（前期▲13.3）、非製造業が▲19.5
（前期▲19.0）となっています。来期はやや改善の見通しです。
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）

売上額ＤＩは▲10.6（前期2.9）で悪化、収益ＤＩも▲19.8
（前期▲7.3）で悪化しました。来期は売上額ＤＩ、収益ＤＩと
もにやや改善の見通しです。
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調査時点／2023年2月8日～3月3日
調査依頼先／当庫取引先
調査方法／郵送調査
調査対象期間／［今期］2023年1月～3月
　　　　　　　［前期］2022年10月～12月
　　　　　　　［来期］2023年 4月～ 6月
分析方法／「増加」（上昇）したとする企業の
占める構成比と、「減少」（下降）したとする企業
の構成比との差（DI）により分析を行った。
※DI：Diffusion Index（ディフュージョン・インデックス）
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原材料高 61.5

売上の停滞・減少 39.1

人手不足 26.3

23.7仕入先からの値上げ要請

工場・機械の狭小・老朽化 18.6

－19.8

64.7

　「ウイズ・コロナ」が進み社会活動の正常化が進む一方、コロナ禍により地球規模で混乱
した物流に、ロシアに対する経済制裁の長期化などが絡み、世界的なインフレ、金利上昇が
続き、3年前のコロナ発生以降、経営者の皆様には舵取りの難しい状況が続いています。
　コロナで大きく落ち込んだ経済の回復において、諸外国に比べ日本経済の回復ペースの
遅れが際立っていますが、今回のアンケート調査でも、全業種の業況D.I.が▲17.6と前回から
0.4ポイント悪化し、未だに回復基調に戻れない結果となっています。

－13.5－13.5
－14.3－14.3

－11.5－11.5－13.5－13.5

－17.6－17.6
－19.5－19.5

早く半導体の部品が手に入る
よう政府が動いてほしいです。
（宝塚市 製造業）
原材料、工業資材、電力量など
の値上げが止まらない。特に鉄
鋼材料はメーカーが強気で弱
者はその高い売り値に毎月の
ように転嫁できず泣き寝入り
です。（三木市 製造業）

お客様の声

お客様の声
どこも同じでしょうが、半導体不足に
より、計画は多くあるが実現が遅れ
るという悪循環。これが解消されるこ
とを祈るのみです。（宝塚市 建設業）
土地・建物の価格高騰により顧客の
要求・要望通りが難しい。資機材、
専門職の不足や高止まり、値上げ
など建築を取り巻く環境は良くない
が、設備投資や住宅建築、戸建賃貸
など、必要な顧客もおられるので、
対応していきたい。技術者不足が
辛い。（尼崎市 総合建設業）
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建設業 323社 94社 29.1%
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資金繰りＤＩは▲12.4（前期▲13.7）で横ばい、人手過不足ＤＩは
▲37.2（前期▲35.2）で「不足」超となりました。来期は資金繰り
ＤＩが横ばい、人手過不足ＤＩは引続き「不足」超の見通しです。

10
年
間
の
推
移（
価
格
D
I
）

価格は仕入価格ＤＩが62.8（前期70.6）でやや低下、販売
価格ＤＩは26.5（前期27.8）で横ばいとなりました。来期は
仕入価格はやや低下、販売価格は横ばいの見通しです。

10
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況
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）

業
況
Ｄ
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全業種の業況ＤＩは▲17.6（前期▲17.2）で横ばいでした。
内訳は製造業が▲13.5（前期▲13.3）、非製造業が▲19.5
（前期▲19.0）となっています。来期はやや改善の見通しです。
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売上額ＤＩは▲10.6（前期2.9）で悪化、収益ＤＩも▲19.8
（前期▲7.3）で悪化しました。来期は売上額ＤＩ、収益ＤＩと
もにやや改善の見通しです。
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調査時点／2023年2月8日～3月3日
調査依頼先／当庫取引先
調査方法／郵送調査
調査対象期間／［今期］2023年1月～3月
　　　　　　　［前期］2022年10月～12月
　　　　　　　［来期］2023年 4月～ 6月
分析方法／「増加」（上昇）したとする企業の
占める構成比と、「減少」（下降）したとする企業
の構成比との差（DI）により分析を行った。
※DI：Diffusion Index（ディフュージョン・インデックス）

2
0
2
3
年
1
〜
3
月
期
調
査

40
（％）

20

0

－20

－40

－60

－80

全業種

製造業
非製造業

▲
見
通
し

2019年 2020年 2021年 2022年 2023年
12月 3月6月 9月12月 3月 6月 9月12月 3月 6月 9月12月 3月 6月 6月9月

40
（％）

20

0

－20

－40

－60

－80

▲
見
通
し

－6.6
－10.6

－13.3

売上額

収益

30
（％）
20

10

0

－20

－30

－10

－60

－50

－40 ▲
見
通
し

－37.2

－35.0

－12.4
－11.0

資金繰り

人手過不足

80
（％）

60

40

20

0

－20 6月
2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

3月3月 3月 3月 3月 3月 3月 3月 3月 3月6月

▲
見
通
し

62.8

55.8

26.5

25.7

仕入価格

販売価格

前期

今期

見通し
6月
2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

3月 3月 3月 3月 3月 3月
2023年
6月3月 3月 3月 3月

40
（％）

20

0

－20

－40

－80

－60

▲
見
通
し

－13.5

－17.6

4月

消
費
税
8
％
へ

1月

日
本
銀
行 

マ
イ
ナ
ス
金
利
導
入

11月

米
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
選
挙
勝
利

7月

米
中
貿
易
摩
擦
勃
発

10月

消
費
税
10
％
へ

3月

国
内
で
新
型
コ
ロ
ナ
大
流
行

4月

新
型
コ
ロ
ナ
緊
急
事
態
宣
言
発
令

7月

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

7月

安
倍
元
首
相
が
銃
撃
さ
れ
死
亡

9月

円
安
進
行
、一時
１
４
０
円
台
突
入

10月

中
国 

習
近
平
政
権
3
期
目
へ

2月

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
１
年

日
銀
次
期
総
裁
に
植
田
和
男
氏

10月

岸
田
内
閣
発
足

2月

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

4月

円
急
落
、一
時
１
３
１
円
台

20
（％）

0

－20

－40

－60

－80
2020年 2021年 2022年 2023年

12月 3月9月6月3月 9月 12月 6月3月 6月 6月3月9月 12月

2020年 2021年 2022年 2023年
12月 3月9月6月3月 9月 12月 6月3月 6月 6月3月9月 12月

2020年 2021年 2022年 2023年
12月 3月9月6月3月 9月 12月 6月3月 6月 6月3月9月 12月

2020年 2021年 2022年 2023年
12月 3月9月6月3月 9月 12月 6月3月 6月 6月3月9月 12月

2020年 2021年 2022年 2023年
12月 3月9月6月3月 9月 12月 6月3月 6月 6月3月9月 12月

2020年 2021年 2022年 2023年
12月 3月9月6月3月 9月 12月 6月3月 6月 6月3月9月 12月

売上額

収益 ▲
見
通
し

－0.6

－21.1

－7.7

－16.0

20
（％）

0

－20

－40

▲
見
通
し

－9.6

－12.8
20

0

－20

40

100
（％）

60

80

原材料価格

販売価格

▲
見
通
し

55.1

30.8 30.2

6月
2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

3月 3月 3月 3月 3月 3月 6月3月 3月 3月 3月

6月
2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

3月 3月 3月 3月 3月 3月 6月3月 3月 3月 3月

40
（％）

20

0

－20

－40

－80

－60

▲
見
通
し

－11.5

－13.5

40
（％）

20

0

－20

－40

－60

－80

▲
見
通
し

－9.6

－23.4

－19.1

－17.0

収益

売上額

20
（％）

0

－20

－40

▲
見
通
し

－10.6

－17.10

－20

－40

20

80
（％）

40

60 材料価格

請負価格
▲
見
通
し

67.0

12.8

75.5

3.2

40
（％）

20

0

－20

－40

－60

▲
見
通
し

－19.1

－16.0

前期

今期

見通し

前期

今期

見通し

2019年 2020年 2021年 2022年 2023年
12月9月3月 6月 9月12月3月 6月 9月12月3月 6月 9月12月3月 3月6月 6月

2019年 2020年 2021年 2022年 2023年
12月9月3月 6月 9月12月3月 6月 9月12月3月 6月 9月12月3月 3月6月 6月

原材料高 61.5

売上の停滞・減少 39.1

人手不足 26.3

23.7仕入先からの値上げ要請

工場・機械の狭小・老朽化 18.6

－19.8

64.7

　「ウイズ・コロナ」が進み社会活動の正常化が進む一方、コロナ禍により地球規模で混乱
した物流に、ロシアに対する経済制裁の長期化などが絡み、世界的なインフレ、金利上昇が
続き、3年前のコロナ発生以降、経営者の皆様には舵取りの難しい状況が続いています。
　コロナで大きく落ち込んだ経済の回復において、諸外国に比べ日本経済の回復ペースの
遅れが際立っていますが、今回のアンケート調査でも、全業種の業況D.I.が▲17.6と前回から
0.4ポイント悪化し、未だに回復基調に戻れない結果となっています。

－13.5－13.5
－14.3－14.3

－11.5－11.5－13.5－13.5

－17.6－17.6
－19.5－19.5

早く半導体の部品が手に入る
よう政府が動いてほしいです。
（宝塚市 製造業）
原材料、工業資材、電力量など
の値上げが止まらない。特に鉄
鋼材料はメーカーが強気で弱
者はその高い売り値に毎月の
ように転嫁できず泣き寝入り
です。（三木市 製造業）

お客様の声

お客様の声
どこも同じでしょうが、半導体不足に
より、計画は多くあるが実現が遅れ
るという悪循環。これが解消されるこ
とを祈るのみです。（宝塚市 建設業）
土地・建物の価格高騰により顧客の
要求・要望通りが難しい。資機材、
専門職の不足や高止まり、値上げ
など建築を取り巻く環境は良くない
が、設備投資や住宅建築、戸建賃貸
など、必要な顧客もおられるので、
対応していきたい。技術者不足が
辛い。（尼崎市 総合建設業）

08 07



0% 20% 40% 60%

売上の停滞・減少

仕入先からの値上げ要請

人手不足

利幅の縮小

人件費の増加 20.8

27.1

31.2

33.3

58.3

0% 20% 40% 60%

売上の停滞・減少

仕入先からの値上げ要請

利幅の縮小

同業者間の競争の激化

人手不足 15.3

23.6

27.8

40.3

48.6
売
上
額
・
収
益
Ｄ
Ｉ（
前
期
比
）

売
上
額
D
I
は
大
幅
に
悪
化
、

収
益
Ｄ
Ｉ
も
大
幅
に
悪
化

経
営
上
の
問
題
点

売
上
の
停
滞
・
減
少
に
加
え

仕
入
先
か
ら
の
値
上
げ
要
請
が
課
題

資
金
繰
り
Ｄ
Ｉ

資
金
繰
り
Ｄ
Ｉ
は
悪
化

価
格
D
I

仕
入
価
格
Ｄ
Ｉ
は
大
幅
に
低
下
、

販
売
価
格
Ｄ
Ｉ
は
や
や
低
下

小
売
業

業
況
は
横
ば
い

来
期
は
改
善
の

見
通
し

卸
売
業

業
況
は
悪
化

来
期
は
大
幅
に
改
善
の

見
通
し

10
年
間
の
推
移（
業
況
D
I
）

売
上
額
・
収
益
Ｄ
Ｉ（
前
期
比
）

売
上
額
D
I
は
大
幅
に
悪
化
、

収
益
D
I
も
大
幅
に
悪
化

経
営
上
の
問
題
点

売
上
の
停
滞
・
減
少
に
加
え
、

仕
入
先
か
ら
の
値
上
げ
要
請
が
課
題

資
金
繰
り
Ｄ
Ｉ

資
金
繰
り
D
I
は
悪
化

価
格
D
I

仕
入
価
格
D
I
は
や
や
上
昇
、

販
売
価
格
D
I
も
や
や
上
昇

10
年
間
の
推
移（
業
況
D
I
）

売
上
額
・
収
益
Ｄ
Ｉ（
前
期
比
）

売
上
額
D
I
は
大
幅
に
改
善
、

収
益
D
I
も
大
幅
に
改
善

経
営
上
の
問
題
点

商
品
物
件
の
高
騰
に
加
え
、

利
幅
の
縮
小
が
課
題

資
金
繰
り
Ｄ
Ｉ

資
金
繰
り
D
I
は
や
や
改
善

価
格
D
I

仕
入
価
格
D
I
は
や
や
低
下
、

販
売
価
格
D
I
も
や
や
低
下

サ
ー
ビ
ス
業

業
況
は
横
ば
い

来
期
も
横
ば
い
の

見
通
し

不
動
産
業

業
況
は
改
善

来
期
は
大
幅
に

悪
化

売
上
額
・
収
益
Ｄ
Ｉ（
前
期
比
）

売
上
額
D
I
は
大
幅
に
悪
化
、

収
益
D
I
も
大
幅
に
悪
化

経
営
上
の
問
題
点

人
手
不
足
に
加
え
、

売
上
の
停
滞
・
減
少
が
課
題

資
金
繰
り
Ｄ
Ｉ

資
金
繰
り
D
I
は
や
や
改
善

価
格
D
I

材
料
価
格
D
I
は
ほ
ぼ
横
ば
い
、

料
金
価
格
D
I
は
や
や
上
昇

0% 20% 40% 60%

商品物件の高騰

利幅の縮小

売上の停滞・減少

商品物件の不足

同業者間の競争の激化 27.0

35.1

37.8

40.5

51.4

0% 20% 40% 60%

人手不足

売上の停滞・減少

人件費の増加

材料価格の上昇

利幅の縮小 16.3

26.0

36.5

43.3

52.9

10
年
間
の
推
移（
業
況
D
I
）

10
年
間
の
推
移（
業
況
D
I
）

－40

前期

今期

見通し

前期

今期

見通し

前期

今期

見通し

40
（％）

20

0

－20

－40

－60

－80

売上額

収益
▲
見
通
し

2.8

－20.9
－6.9

20
（％）

0

－20
▲
見
通
し

－4.2

－12.5
20

0

－20

40

100
（％）

80

60
仕入価格

販売価格

58.4

47.2

65.2

38.9

▲
見
通
し

20
（％）

0

－20

－40

－80

－60

▲
見
通
し

－25.0

－9.7

20
（％）

0

－20

－40

－60

－80

売上額

収益

▲
見
通
し

6.2

－29.2

2.1

20
（％）

0

－20

－60

－40
▲
見
通
し

－20.8

－22.9
20

0

－40

－20

40

80
（％）

60
仕入価格

48.0
41.7

56.2
47.9

▲
見
通
し

20
（％）

0

－20

－40

－80

－60 ▲
見
通
し

－18.8

－37.5

40
（％）

20

0

－20

－40

－60

売上額

収益 ▲
見
通
し

－24.3

－2.7

0.0

20
（％）

0

－20

－40

▲
見
通
し

－8.120

0

－60

－40

－20

40

80
（％）
60 仕入価格

販売価格

21.6

40.5

21.6

5.4

▲
見
通
し

20
（％）

0

－20

－40

－80

－60

▲
見
通
し

－5.4

20
（％）

0

－20

－40

－60

－80

▲
見
通
し

－14.4

－21.2

収益

売上額

－11.6

20
（％）

0

－20

－40

▲
見
通
し

－7.7

－9.6

0

－20

20

80
（％）

40

60

材料価格

56.7

21.1

61.5

18.3

▲
見
通
し

前期

今期

見通し

20
（％）

0

－20

－40

－80

－60

▲
見
通
し

－11.5

2020年 2021年 2022年 2023年
12月 3月9月6月3月 9月 12月 6月3月 6月 6月3月9月 12月

2020年 2021年 2022年 2023年
12月 3月9月6月3月 9月 12月 6月3月 6月 6月3月9月 12月

2020年 2021年 2022年 2023年
12月 3月9月6月3月 9月 12月 6月3月 6月 6月3月9月 12月

2020年 2021年 2022年 2023年
12月 3月9月6月3月 9月 12月 6月3月 6月 6月3月9月 12月

2020年 2021年 2022年 2023年
12月 3月9月6月3月 9月 12月 6月3月 6月 6月3月9月 12月

2020年 2021年 2022年 2023年
12月 3月9月6月3月 9月 12月 6月3月 6月 6月3月9月 12月

2020年 2021年 2022年 2023年
12月 3月9月6月3月 9月 12月 6月3月 6月 6月3月9月 12月

2020年 2021年 2022年 2023年
12月 3月9月6月3月 9月 12月 6月3月 6月 6月3月9月 12月

2020年 2021年 2022年 2023年
12月 3月9月6月3月 9月 12月 6月3月 6月 6月3月9月 12月

2020年 2021年 2022年 2023年
12月 3月9月6月3月 9月 12月 6月3月 6月 6月3月9月 12月

2020年 2021年 2022年 2023年
12月 3月9月6月3月 9月 12月 6月3月 6月 6月3月9月 12月

2020年 2021年 2022年 2023年
12月 3月9月6月3月 9月 12月 6月3月 6月 6月3月9月 12月

－9.8

－21.6

－10.8

－21.6

料金価格

－12.5

－7.7 －22.9

社員やアルバイト・パートさん
の定着は良い。その一方でア
ルバイト・パートさんの応募が
少ない。売上、受注が増えてい
るので、こちらの拡充が必要。
（大阪市 コンサルタント業）

お客様の声

販売価格

お客様の声
インボイスも含め大変な年に
なる。（神戸市 真珠卸売業）

電子帳簿保存法に対する勉強
ができていないので、機会を
設けていきたい。
（三木市 卸売業）
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12月 3月9月6月3月 9月 12月 6月3月 6月 6月3月9月 12月

2020年 2021年 2022年 2023年
12月 3月9月6月3月 9月 12月 6月3月 6月 6月3月9月 12月

2020年 2021年 2022年 2023年
12月 3月9月6月3月 9月 12月 6月3月 6月 6月3月9月 12月

2020年 2021年 2022年 2023年
12月 3月9月6月3月 9月 12月 6月3月 6月 6月3月9月 12月

2020年 2021年 2022年 2023年
12月 3月9月6月3月 9月 12月 6月3月 6月 6月3月9月 12月

2020年 2021年 2022年 2023年
12月 3月9月6月3月 9月 12月 6月3月 6月 6月3月9月 12月

2020年 2021年 2022年 2023年
12月 3月9月6月3月 9月 12月 6月3月 6月 6月3月9月 12月

2020年 2021年 2022年 2023年
12月 3月9月6月3月 9月 12月 6月3月 6月 6月3月9月 12月

2020年 2021年 2022年 2023年
12月 3月9月6月3月 9月 12月 6月3月 6月 6月3月9月 12月

2020年 2021年 2022年 2023年
12月 3月9月6月3月 9月 12月 6月3月 6月 6月3月9月 12月

－9.8

－21.6

－10.8

－21.6

料金価格

－12.5

－7.7 －22.9

社員やアルバイト・パートさん
の定着は良い。その一方でア
ルバイト・パートさんの応募が
少ない。売上、受注が増えてい
るので、こちらの拡充が必要。
（大阪市 コンサルタント業）

お客様の声

販売価格

お客様の声
インボイスも含め大変な年に
なる。（神戸市 真珠卸売業）

電子帳簿保存法に対する勉強
ができていないので、機会を
設けていきたい。
（三木市 卸売業）

6月
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6月
2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

3月 3月 3月 3月 3月 3月 6月3月 3月 3月 3月
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